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Ⅰ は じ め に
自然環境の悪化が世界規模で一層顕在化している
折，「環境保全」「持続的」といったことをキーワー
ドに，農業のあり方が問われている。わが国の戦後
の農業近代化政策は，速いテンポで迫ってきた国際
化への対応という情勢をも受けて，生産効率・経済
効率至上主義を是としてきた。
「食料・農業・農村基本法」においては，非経済分
野としての「農業の持続的な発展」を政策の柱のひ
とつにしているが，農政の基本姿勢は依然として変
わっていない。しかし，輸入野菜の残留農薬の問題
や，特に BSE感染牛の発生に端を発した食品の安
全・安心に対する国民意識の高まりによって，「農業
のあるべき姿」への具体的な政策展開が緊要な課題
になっている。筆者は，このような基本認識を持ち
ながら，ヨーロッパ，とりわけドイツの農業・食料
政策の動向に注目してきた。
本稿は「環境保全」という基本課題を基底にすえ
た，
① ドイツ・バーデン ビュルテンベルク州におい
て展開されている「MEKA?」農業政策の要
点
② ドイツ連邦政府の土壌保護法に基づく土壌管
理の留意事項
③ ドイツにおける農産物の非食料分野（再生自
然エネルギーなど）への実用化に向けた取組
み
から，わが国農政への示唆を得ようとするものであ
る。
なお本稿は，中川一徹氏（青森中央学院大学 非
常勤講師）からの資料提供（参考資料参照 翻訳）
により最近におけるドイツ農業政策の注目点を整理
し，わが国農政のあり方を一考察したものである。
Ⅱ バーデン ビュルテンベルグ州の「MEKAⅡ」
政策の要点
ドイツ・バーデン ビュルテンベルグ州は，1992年
以来，「市場負担の軽減」と「農村景観保持の補償」
（MEKA）政策の中で，環境に適した農法の導入とそ
の実践を奨励している。このプログラムは，2000年
からさらに発展させ，「MEKA?」として農業者に
提示され，よりその成果が期待されている。
2000年に州が発行した「MEKA? 景観保全と自
然保護政策拡大プログラム」において，ヴィリイ
シュテーレ ムテル食料・農村地域大臣（当時）は，
本政策の意義について次のように述べている。
① 我々の州は，多様な景観に特徴づけられ魅力
的で調和のとれた故郷を創り出している。こ
れは，一世紀もの長きにわたってその土地に
合った農業利用の結果である。
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② アルゴイ地方（ドイツ南部のアルプス地方）
の緑の草地，黒い森のみずみずしい牧草地，
アルプス地方の散在果樹草地，渓谷斜面のブ
ドウ畑などは，農業者の営農を通じて形成さ
れ維持されているものである。
③ このような農業は，ほとんど全てが無条件で
労力を多く必要とし，それに比べて農産物の
市場価格は十分なものにはなっていない。
④ このため，1992年からMEKA政策によって
これに報いる施策を講じ，環境に優しい農地
管理を通じた健全な景観の維持を奨励してい
る。
⑤ 2000年では，州内の53000戸以上の経営がこ
のプログラムに参加し，農地面積では94300
ha（州の2/3強）に及んでいる。
⑥ このため，農業環境プログラムのほとんどの
財政がこれに費やされているが，このことは
各州においても同様で，国民経済上からも生
態系の観点からも第一位の地位を占めてい
る。
新しい「MEKA?」は，関係団体や研究所からの
ヒヤリング，数多くの基礎データの評価をベースに
立案されている。この継続プログラムの基本的な要
点は，次のとおりである。
① 作物の多様な奨励技術の組合せと草地化の奨
励
② 野菜と果物―ブドウ栽培計画の統一
③ 経営全体を捉えた「環境意識を持った経営管
理」の導入
これらの政策への参加は従来どおり任意である。
農業者は，示されている政策の中から組立て方式に
よって，自分の経営に最も適したメニューを自己責
任で選択する。バーデン ビュルテンベルグ州は，こ
の政策を通じて地域独自の環境に優しい農業の実現
を図ることとしている。
⑴ MEKA政策の総括～環境に優しい農業への補
償の考え～
政策としての重要なねらいは，バーデン ビュルテ
ンベルグ州の変化に富んだ今日の景観や農業活動の
結果から生まれた，価値ある生態系を維持するため
の農村地域の保護である。これらの地域は，保養を
求めるたくさんの人々に魅力を発揮している。これ
は，「環境に優しい」または粗放的農業によって，価
値ある生存空間が守られ，自然資源が保護されてい
るためである。
したがって，数多くの農業経営の維持は，この目
的を達成するための基本的な前提条件となる。しか
し，自然に優しい農業活動は，概して（部分的に）
収入の減少を招くことになる。このように考えると，
農業者は，環境―景観保全的な仕事に対する報酬を
請求できることになる。これは，社会全体の挑戦（国
民的共通意識）として十分評価されなければならな
い。
このような基本認識に立って，州政府はMEKA
政策を発展させることとしている。
① 市場負担の軽減と景観形成に対する補償
MEKA政策は，当初から成果の多い政策手段と
して実証されてきたが，「MEKA?」は，これを継
続発展させていくものなのでプログラムの目標は変
わるものではない。
＊ 景観の保持と保護
＊ 「環境に優しい」・「粗放的」・「市場負担（生産
過剰）の軽減」の農業生産の実践
＊ 景観の保持と保護のための多くの農業経営の
存続
MEKA政策は，ヨーロッパ同盟（EU）からも認
可され，農業―景観法を根拠に共同投資されるプロ
グラムになっている。
② 共同活動による政策実現
MEKA政策への参加は農業者の任意である。農
業者は，自らの経営維持にとって最も役立つ政策を
広範にわたって提供されている政策の中から選択で
きる。その場合，基本的には自由に組み合わせるこ
とができる。
＊ 点数による奨励……補助金の計算は定められ
た点数基準（一点当たり10ユーロ）による。
補償額は，かかり増し労働力とコスト・収量
低下に充当される。
＊ この調整交付金は，使用している農地が州内
にあり，経営の所在地が EUに加盟していれ
ば全ての農・林業経営に認められる。
⑵ 環境意識を持った「経営管理」の奨励(表－1）
① 経営と環境のための信頼できる基礎……「環
境意識を持った経営管理」は，経営全体ある
いは各部門のレベルで環境への負担を軽減す
る。化学肥料・農薬の投入減を経営の前提と
するからである。そればかりでなく，土壌や
経営から出てくる有機質肥料（堆肥・家畜糞
尿）の窒素成分の分析，環境に優しい散布方
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法，作物保護の予察と監視，経営対策の記帳，
輪作の工夫といった取組みがなされる。
② 規則的な窒素分析による施肥の適正化……土
壌と経営から出る有機物の窒素分析によっ
て，正確な施肥が実施できる。これは特に，
硝酸やリン酸塩の地下水への流入を減少させ
る。
③ 堆肥や糞尿の環境に優しい散布方法……地面
に密着した糞尿の散布は，アンモニアによる
大気汚染と嫌な臭いを防止する。同時に肥料
の正確な散布も可能にする。また，特定の部
分（農地）に偏った窒素供給のリスクや地表
面水への流入の危険を減少させる。
④ 目的に合った農薬の投入……「平等分配（単純
な均一）の原則」によらないで，入念な検討
と目的に合った作物保護を実践する。コン
ピュータを活用した病害虫の発生予察と入念
な観察は，農薬投入の適切な判断を支援する。
生物的にバランスを保ち，自然的調整システ
ムを保持するためには，有用生物に優しい農
薬の使用が絶対条件である。このことは，生
産コストを引き上げることになるので，その
ための補償が必要になる
⑤ 重要な農地管理の記録……いつでも自らの畑
に導入する対策の情報を正確に知ることが，
その効果の判定を可能にする。そして更なる
対応として，経営資材のコストと量について
節約した経営管理が計画できる。そのため，
環境意識を持った経営管理のための記録が求
められる。ふさわしい作物による多様な輪作
は，作物を健康にし土壌栄養素の活用を改善
する。景観を豊かにもする。財政的な補償は，
最低４種類の異なる作物をひとつの経営の農
地に作付ける場合に認められる。
⑶ 景観維持の奨励（表－2）
① 草地の生態系上の価値……草地は生態系上多
様な機能を満たしている。条件の良いところ
は利益の多い畑地に利用され，不良なところ
は，例えば，通称黒い森と呼ばれているシュ
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表－1「環境意識を持った経営管理」に対する補償金交付点数
（ha当たり点)
・ 窒素成分などの定期的な土壌分析（最大610ユーロ/経営）
草 地
その他の農地３haまで
さらにha当たり拡大
糞尿分析・評価の際の追加補償
1
4
2
3/経営
・ 環境に優しい有機物（糞尿・堆肥）の散布
(家畜飼育頭数に応じて）
1.0大家畜単位/haまで
1.0大家畜単位/ha以上
2
4
・ 予察による有用生物の保護と果樹の有用生物に優しい農薬の散布 9
・ ブドウ（ワイン用）/ホップ栽培における真菌性病害の伝染度合確
認のための監視―コントロールの実施
5
・ 環境に関連した管理方法の記録 10/経営
・ 畑での４種類の作物の輪作（それぞれ１点/ha当たり） 1
注）１点当たり 10ユーロ（以下同じ）
（写真１) 計画的な土壌診断は環境保全の基本
（参考資料⑴より転載）
3
バルツバルトのような地域は，耕作をしない
で植林に供する。年間を通じた植物（草地）
の被覆は，土壌の侵食と養分の流出を防ぐ。
このことは，飲料水―地下水を保護し，土壌
の肥沃性を保つ。また景観上も重要であり，
動物―植物種の生存空間としても役立つ。こ
のため，農業者にあまり負担がかからないこ
とに配慮しつつ，草地の保持に報いなければ
ならない。
② 草地と動物―植物の一体……無理のない家畜
密度での草地管理を奨励している。これに
よって，多様な動物―植物世界を保った草地
を持続的に保持できる。保養のために農村を
訪れる人々にとっても，草を食べる家畜の伝
統的な風景がインプットされている。
③ 急傾斜地の草地管理……急傾斜地の草地管理
は，労力や機械など非常に多くの苦労が伴う。
このような困難な管理に報い，景観の保全に
結びつけることは重要である。
④ 草地における植物の多様性……この政策は，
動物―植物の種類の豊かな草地，伝統的に利
用されている乾草用の草地，草地の華麗な
花々と多様な動物の世界を保つことを目的に
している。補償金は，28種類の植物カタログ
から簡単に確認でき，最低４つの草本植物に
対して認められる。これらの植物は，経済的
な飼料としては利用されないので，持続的で
粗放的でかつ景観的に栽培される。
⑤ 自然保護のための草地管理……自然保護に効
果のある草地は，経済的な価値よりも生態系
上の価値の方が大きい。そのため，飼料とし
ての牧草刈りの時期を遅らせたり，地表に生
息している動物を危険にさらさないための帯
状刈りを行っている。草地の自然的な利用や
農業者の収入を改善する。
⑷ 景観上価値の多い利用形態の維持（表－3）
① 草地での散在果樹の景観……散在果樹は州内
の多くの地域で見られる。これが造りだす歴
史的で伝統的な景観は，果樹の粗放的な管理
から生まれている。しかし，これらの農地は
機械作業が難しく，果実の販売についても全
く採算の取れるものではない。昔ながらの丈
夫で幹の高い果樹の保持に配慮する。
② 急傾斜でのブドウ栽培……急傾斜でのブドウ
栽培は長い伝統を持っている。しかし，垣根
などで小区画されたブドウ畑の労働支出は極
めて大きい。このため，生態系上価値ある栽
培形態が保持されるよう支援する。
③ 絶滅の危機にある地域特有の家畜の保持……
表－2「景観の保護と維持」のための補償金交付点数 （ha当たり点)
・ 草地の粗放的な利用 9
・ 飼料畑ha当たり0.5～1.4大家畜単位の飼育厳守 4
・ 傾斜度 25～35％
35％以上
10
16
・ 草地での植物多様性 5
・ 直接的に法的な保護のなしで生態系上価値が高い草地の粗放的な
利用（最大 10点/ha）
・ ７月初めの早期刈り取り
・ 帯状刈り取り
・ その他の課題（麦わらの生産・堆肥散布など）
5
5
2～5
表－3「景観上価値の多い利用形態の維持」のための補償金交付点数
（ha当たり点)
・ 散在果樹の保持 10
・ 区分された急傾斜地のブドウ畑の維持 35
・ 絶滅の危機にある地域特有の有用動物の保持
・ ヒンターヴェルダー牛
・ リンプルガー牛
・ 昔の飼育方法による赤牛シュバルトキツネ
・ アルヴェルテンベルガー馬
10/母牛
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能力の高い家畜は，高い経済性を発揮する。
古くから地域の条件に適合した飼育方法に
よって，たくましく育ち粗飼料にも耐える。
このような地域特有の種は，農村景観にとっ
ても重要で遺伝資源の保持の観点からも重要
である。
⑸ 環境に優しい生産方式の選択（表－4）
① 化学合成物質を使わない環境保護……化学合
成の農薬と肥料の放棄は，著しい収量減をも
たらす。しかし，動物―植物の多様性にとっ
ては望ましいし，地下水や表面水（川・湖）
にとっても好ましい。このようにして生産さ
れた産物は，高い価格にはなるが収量減をカ
バーするまでには至らない。
② 有機農産物の補償……有機農法で管理してい
る経営は，提供している農産物について認定
されている検査機関から検査を受けなければ
ならない。この検査に要する経費を政策的に
支援する。これには，我が州の伝統的な有機
農法を，将来とも連邦全体の比較で平均以上
を維持するという意図がある。
⑹ 環境に優しく市場負担（生産過剰）を減らす
生産（表－5）
① 環境に優しい生産のための粗放管理……生育
調整剤は，多量の窒素肥料の施用によって収
量増を目指した場合に，倒伏を防ぐものであ
る。窒素肥料の増加は，農薬の投入量も増加
させる。生育調整剤の放棄は，コスト負担を
軽減すると同時に農薬・窒素肥料の節約をも
たらす。このことは環境への負荷を軽減する。
② 必要とする量だけの窒素施肥……窒素肥料の
施肥量は，収量へ強い影響をもたらす。窒素
の施肥は，本来の必要量の約20％を下回れば
収量は確実に減少する。しかし一方では，市
場の負担を軽減し地下水―表面水への硝酸塩
流入の危機を減少させる。
③ 畑作・園芸・果樹園の緑化……緑化（間作用
作物）は，特に収穫後と次の作物の生長始め
表－4「環境に優しい生産方式の選択」のための補償金交付点数
（ha当たり点)
・ 経営全体で化学合成―農薬・肥料の放棄 8
・ 経営全体での有機農法の選択
・ 畑
・ 牧草地
・ 園芸
・ 樹園地
17
13
50
60
・ 有機の検査証明 4（最大40/経営)
表－5「環境に優しく市場負担を減らす生産」のための補償金点数
（ha当たり点)
・ 成長調整剤の放棄
・小 麦
・ライ麦―ライ小麦
10
6
・ 畑における20％の窒素肥料の削減 7
・ 畑作・園芸・永年作物における緑化対策
・11月末前に耕起しないこと（秋の緑化）
・２月前に耕起しないこと（冬の緑化）
9
11
・ 間作作物の播種 6
・ 耕地全体での除草剤の放棄
・園芸と永年作物
・畑作
・畑・園芸・永年作物（狭い帯状での薬剤処理を除く）
・永年作物（直接幹の部分の散布を除く）
17
7
4
10
・ 最低17cmまでの播種間隔（畝）の拡大 6
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の期間において，さらされた土壌のエロー
ジョンを防ぐ。また，窒素成分を吸収するの
で地下水に流入することなく，次の作物のた
めに保持される。改良された腐植土と活力あ
る土壌の生命は，土壌の肥沃性に貢献する。
④ 間作作物の浅い耕起による播種……特に花の
咲く間作作物は，草地を景観と蜜蜂のために
好ましい豊かなものにする。間作作物は，前
作の収穫後，又は緑化中の畑に播種する作物
である。耕起は種子の深さ程度とする。これ
は，土壌構造と土壌生命を阻害しないためで
ある。この播種方法によって土壌浸食を防ぐ。
同時に土壌中の窒素を遊離させない働きがあ
るので地下水への溶脱を防ぐことにもなる。
⑤ 除草における化学剤の放棄……化学除草剤に
替わるものとして，鍬・ハロー・熱による方
法がある。これらの方法は，労力を要しコス
トが高い。化学除草剤に較べて効率が悪いの
で，雑草が作物への水・栄養素・光を奪うこ
とになるので収量の減少を招く。このため，
収入の損失と高いコストを補償する必要があ
る。化学除草剤の完全な放棄は，大きな困難
を伴うので畑の部分的な対応を可能にしてい
る。例えば，トウモロコシの畝に沿った狭い
幅の帯状，あるいはブドウの幹近くへの除草
剤の使用は認められる。
⑥ 穀物の播種間隔（畝）の拡大……穀物の通常
の播種間隔は，おおむね12cmである。これ
のさらなる拡大は，収入の損失をもたらす。
一方では，畑の空気の通りを良くし，同時に
病気の発生がしにくい環境を作り出す。この
対策は，作物保護における経費節減と市場負
担軽減の効果を生む。
⑺ 自然（生物）を活用した害虫防除（表－6）
① 生物を活用した害虫防除……生物による害虫
の防除方法には，特別な有用生物の飼育によ
る天敵の利用・栽培防除ネット・性誘引物質
（フェロモン）の使用が含まれる。これらの方
法は，他の昆虫に優しく自然の規則的なメカ
ニズムを保持する。この方法を用いる農業者
は，品質―収量リスクと管理費用がかさむ。
⑻ 価値ある動物―植物の生息圏の保持（表－7）
① 収益性は低いが重要な生存空間……多くの価
値を持った動物―植物の生息圏，例えばシュ
ヴァーベン高原地帯のビャクシンの生えてい
る荒地，オーバーシュヴァーベンの干し草用
の草地は，長年にわたる農業上の利用からの
副産物である。動物―植物の生息空間の維持
のためには，将来にわたって伝統的な粗放的
利用が必要である。
しかし，これらの地域は，農業経営上は利益
を生み出すことが出来ない。したがって，粗
放的な管理を持続させるための補償が必要と
なる。
Ⅲ 農業における専門的に優れた土壌利用
（連邦土壌保護法の要点）
ドイツ連邦政府は，1999年３月１日に連邦土壌保
護法を発効した。この法律の成立について，ドイツ
連邦食料・農林大臣 カールハインツ フンケ（当時）
は，次のように国民に呼びかけている。
「土壌は私たちの生存基盤です。人間は長く土壌の
生産力を利用してきました。きれいな水を蓄えた土
壌は，動物―植物の生存区域であり，もちろん食料
と原料を生産する農林業にとっては不可欠な生産要
素です。しかし，土壌は乏しい財産です。そのため，
土壌を注意深く取り扱い，損傷から守らなければな
りません。連邦土壌保護法は，土壌機能の回復力の
強化と，その永続的な確保に役立つ。農業の土壌利
用の分野に関しては，有害な土壌変化に配慮するた
めの「専門的に優れた実践」の意義を強調していま
す。」
このような基本認識を国民に示した上で，農業者
等が土壌保護のためにとるべき対策など，法の効力
を連邦内で統一的に可能にするための啓発に努めて
表－6「自然を活用した害虫防除」に対する補償金点数
（ha当たり点)
・ 畑作 3～6
・ 園芸―露地 25
・ 園芸―温室 250
・ 果樹 10
・ ブドウ栽培（フェロモンの使用） 10
表－7「価値ある動物―植物の生息圏の保持」のための
補償点数 （ha当たり点)
・ 価値多い生息圏の粗放利用 18
・ 景観上の保護 16
・ その他の課題（最大10点）
・６月始めの最も早い刈り取り時期 5
・ さらなる課題
(例えば敷き藁の収納・堆肥の散布） 2～5
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いる。
⑴ 目標の設定
土壌は，自然界の営みにおける多様な機能を満た
し，農業・園芸の生産の場でもある。だが，土壌は
増やすことができない。そのため，有害な変化から
の土壌保護の社会的な意義は大きく，差し迫った課
題になっている。連邦土壌保護法は，これに加えて
有害な土壌に対する事前対策と危険防止の必要条件
を規定している。
農業における土壌利用の「専門的に優れた実践」
は，事前の配慮義務を明確にしている。その際の基
準になるのが，土壌保護法17条の基準値である。そ
こに規定している原則は，土壌の物理的状態を考慮
した主要な事前対策である。化学肥料，農薬の害に
対する事前対策の必要性は，肥料法・植物保護法に
よって規定されている。
農業における土壌利用の「専門的に優れた実践」
は，自然資源としての土壌の効率性と豊かな生産性
の持続的な確保に役立つ。土壌保護法17条は，その
原則について，次のように規定し当該地域を管轄す
る農業指導機関によって周知することにしている。
① 耕起は天候など現地の状況に適合させること
② 土壌構造を維持・改良すること
③ 土壌の凝固・土壌湿度などに配慮しながら，
農業用機械による土壌圧迫を可能な限り回避
すること
④ 傾斜地・水―風・土壌被覆物に配慮した土地
利用によって，土壌の損失を可能な限り回避
すること
⑤ 耕地に自然的に備わっている構造上の要因，
特に生け垣・圃場の樹木・あぜ道・畑の段地
などは土壌保護のために維持すること
⑥ 適切な輪作体系によって，土壌の生物的活動
性を維持促進させること
⑵ 土壌保護の原則の具体的な内容
土壌保護のための「専門的で優れた実践」を誘導
するための原則の具体的な内容は，以下の通りであ
る。
１）天候など現地の状況に合った耕起
良好な生育条件を考慮した耕起の第一の目的は，
苗床として，また表土から心土までの土壌構造を物
理的に良くすることである。これによって作物の根
のためには，栄養素の有効な吸収をもたらし，土壌
水分と土中の空気のための通気性をよくする。また，
耕起の目的として，雑草や対象外の作物（前作など）
の機械的な除去，残渣物の鋤き込みが加わる。
耕起の方法には，①プラウによって土を柔らかく
深く起こす ②鋤き返しをしないで砕けやすくし土
壌表面に作物残渣をそのままにしておく ③耕すこ
と無しに直接播種するの３つの方法がある。直接播
種する方法は，近年少なくなっているが，経済的に
あるいは生態系的に有意義なものか，さらなる解明
が必要である。農業者は，この３つの方法に加えて，
土地条件に合った輪作など良好なシステムの組合せ
を導入しなければならない。
?原則>
穀物収穫後の刈り株の処理は，その畑の条件に合
わせて，次のことを導入すべきである。
① 対象外穀物と雑草の種子の発芽防止
② 可能な限り沢山の残渣物を土壌表面に保持
③ 輪作に関し良好な生育条件の確保
④ 雑草と害虫の発生を可能な限り機械的に処
理
⑤ エロージョンの危険性のある畑においては
土壌被覆として活用
?奨励事項>
⑴ 雑草・病原体・害虫の防除にはプラウ耕が有
効
⑵ 土壌保護（作物に不利な条件：凝固・エロー
ジョン）のためには，現状を保ったままの耕
作方法がコストの面からも有利
２）土壌構造の維持・改良
土壌構造又は土壌構成に関しては，空間があり
しっかりした配列になることが重要である。土壌水
分と空気の閉じ込められた𨻶間を有する多くの空間
的配列は，活発な生物的活動（土壌の生物生存機能）
として，また地下水のためのフィルター（土壌の調
節機能）として役立っている。
?原則>
農業上の土地利用は，土壌構造が維持・改良され
るという結果を生む。
① 作物栽培に利用する農地の物理的状態は，
通常十分に粗い多孔性の土壌構造による良
好な条件を保持
② 土壌の水分―空気―温度の調節，並びに土
壌のフィルター・緩衝作用の保証と根の良
好な生長による栄養素の吸収
③ 農地利用によって，土壌の生物的な構成
―解体能力の増加と土中微生物などによる
有機質量の増加
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?奨励>
⑴ 多孔性でゴミなどで塞がれることの少ない土
壌表土を形成する。
① 耕運によって粗く砕けやすい苗床の準備，
場合によっては細かく砕いた畝の形成
② 可能な限り，あるいは必要に応じてその畑
に合った輪作と直播
⑵ 表土における安定した生産力を維持するため
の管理に努める。
① 表土の凝固を防ぐための丁寧な耕起
② 土壌の膨軟構造の奨励
③ 十分な腐植の供給
④ 輪作による土壌被覆の調整
⑤ 可能であれば現状をできるだけ維持したま
まの耕運
⑥ 生物的な安定（根の伸長促進・例えば間作
作物と深根性作物の根の働き）
⑶ 心土の管理は慎重に行う。
① 有害な凝固（根の伸長抑制・大根の岐根な
ど）がはっきりした場合のみ最適な条件で
の心土破砕の導入
② 心土破砕の必要性と土の膨軟化の価値判断
③ 土の膨軟化によって生じる生物活動の阻害
への配慮
④ 深根性の主作―間作の導入
３）農業機械による土壌凝固（圧迫）の防止
土壌の凝固は，土壌密度の増加（g/cm?）ないし多
孔の相対的減少（容積％）で現される。それは，人
為的影響（正常―凝固―粘土性）による沈下，また
は硬い成分の沈着によって生じる。作物生産には，
効率のよい機械・機具・輸送車が投入されるが，土
への打撃力が強い。湿った条件下での機械の走行は，
心土への有害な凝固を引き起こす危険がある。
?原則>
農地での走行は，有害な土壌凝固を可能な限り避
ける。
① 根の伸長・作物の成長と水・栄養素の通行
性の保持
② 土壌の有機物の分解・緩衡力・濾過能力の
保持
③ 土壌の動物相・微生物相の生存条件への影
響
④ 水分保有能力の維持
?奨励>
⑴ 技術的な工夫
① 接地面圧力の減少―格子車輪・大型トラク
タのツインタイヤ・タイヤ内圧の低下など
② タイヤ重圧の減少―土壌に優しい車輪
③ 車輪負担を軽減する機械・機具の導入
④ 土壌に優しい動力伝達装置・土壌スリップ
の減少（四輪駆動など）
⑵ 作業方法の工夫
① 作業工程の統合
② プラウ耕の際の畝間外の走行
③ 走行路のシステム化
④ 負担力の弱い土壌上の走行回避
⑤ 湿度の高い土壌での多量の燃料（タンク容
量）の使い切りー圃場での中継補給所の設
置
⑥ 歩行路を少なくするための作業幅の拡張
⑶ 土壌上の走行の改善
① 最適条件下でのみの土壌種類に適した耕運
② 輪作作物の種類に応じたプラウ作業・必要
最小限度の土塊の破砕
③ 事前の診断による必要最小限の心土破砕
（土中探査・シャベル掘り）
④ 可能な限り現状を維持した土壌の耕運，又
は直播
⑤ 機械的に砕いた土壌構成の生物的安定（間
作作物の栽培・休耕など）
４)傾斜・水―風・土壌被覆物に配慮した土壌流
失の回避
エロージョンは，雨・風による侵食，人間と土地
利用によって生じる土壌流失である。
これによって，土壌粒子に結びついている栄養素
―有機物質の分離がもたらされる。また，近遠の水
域や動物―植物の生息圏へ成分の流入をもたらす。
?原則>
農業用上の利用による土壌流失を可能な限り回避
する。
（写真２) 表土が流亡した農地
（参考資料⑵から転載）
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① 土地の傾斜の長さ・角度・土壌の種類・土
壌被覆物（耕作方法・輪作）の評価（把握）
と農業者の経験
② 潜在的な危険性の診断に基づく事前対策
?奨励>
⑴ 栽培方法によるエロージョンの減少
① 緑肥の播種を含めた全体の輪作体系の確立
（トウモロコシ・ビートが有効）
② 緑肥栽培は土壌保護に効果的
③ 耕運―栽培作物によるエロージョン防止
④ 輪作・間作物・緑肥等による土壌被覆の無
い期間の短縮
⑤ 傾斜した畑における下方に向かった車輪跡
の回避
⑥ 通気性を不良にする土壌圧迫の回避
⑦ 微生物の活動促進，石灰投入等による土壌
の膨軟性の維持
⑵ エロージョンを減少させるための耕作―耕地
造成
① エロージョン防止施設による被害の減少
（例えば木材の利用・畑の畦）
② 特に風の方向，急斜面に対する暴風施設の
設置
５）生け垣・樹木・畦などによる土壌保護
畑や農業空間における自然的な構造の維持は，秩
序ある農業を持続していく基本要素であり，また自
然保護上の重要な目的でもある。自然を重視するこ
とは，結果として多様な生態系を維持し，土地改良
の機能を果たすことになる。具体的には，土壌―水
資源の保護，動物―植物のための生息空間，景観の
多様さ（個性）である。
?原則>
農業に使われる空間における土壌保護の要は，第
一に畑での水と風による土壌流出を防ぐことであ
る。土壌保護対策としての新たな装備は，可能な限
りかつての道路や畑の境界などを活用すべきであ
る。このことは，単に土壌保全に役立つだけでなく，
生態系機能，特に種の多様性（生存圏）や景観の特
性と多様さを満たすことになる。
?奨励>
⑴ 畑地における土壌浸食の防止
① 防風効果の高い生け垣・防風植物の植付け
② 十分に厚い樹木の配置
⑵ 畑地における水による侵食防止
① 縁のついた道路・樹木・純然たる草地・勾
配方向を横切った溝・十分な深さを持った
畝間
② 斜面の草地化・水の流出―流亡抑制のため
の窪地・谷間の道・低いところにある水路
の活用
６）適正な輪作体系による土壌中生物の活性化
畑土壌は，栽培作物の生育の場であり土壌生物の
生息空間である。あらゆる土壌生物の新陳代謝能力
は，物理化学的な土壌特性とともに植物的な生物総
量で決まってくる。その際土壌生物は，生物的な物
質分解と代謝，大量―微量栄養素の提供，物質循環
の完結という重要な役割を果たす。
この機能は，鉱物的・有機的・生物的な土壌構成
成分を全体的にうまく混合させ，土壌構造の安定性
と病気や被害を及ぼす病原体から植物を保護する。
?原則>
農地土壌の生物的活動は，以下によって維持・促
進される。
① 自然的な自己調整メカニズムの形成のため
の可能な限りの多様な輪作体系の確立（市
場動向にも配慮して）
② 畑に付随している多様な植物相に関わって
いる有用生物・畑の縁にある溝・畦・生け
垣の保持
③ 畑の耕運・適切な施肥と農薬の使用による
微生物の生息条件の改善
?奨励>
① 可能な限り多様な輪作の実践
② 土壌被覆の実践（間作物・麦藁の鋤き込み
など）
③ 土壌内生物の活動期に配慮した機械的干渉
の制限
④ 被害を及ぼすほどの土壌凝固の回避
⑤ 作物残渣と有機質肥料の均一的な鋤き込み
と散布
⑥ 畑の状況に合わせた石灰の投入
⑦ 施肥―農薬使用に際しては「優れた専門的
な実践」の原則に配慮
(ドイツにおける環境保全のための農業技
術のガイドライン）
７)畑のタイプに合った腐植含量の保持と耕作の
集約度の抑制
腐植（有機的な土壌物質を含む）は，土壌構成と
肥沃性の前提条件であり，多量の「炭素―プール」
の役割を果たしている。これによって，物理的・化
学的・生物的化学特性と炭素―窒素の循環に影響を
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及ぼしている。腐植は決定的な環境物質であるが，
最適な状態を生み出すための配慮が必要である。土
壌の有機物質は，置き換えやすい（不安定な）腐植
と全く不活発な（固定化した）腐植からなっている。
置き換えやすい部分（栄養となる腐植）は，土壌管
理（耕作）の影響を受けやすいが，全体の2/3は不
活発な部分（永久的な腐植）である。腐植の土壌中
含量の基準は目下検討中である。
?原則>
腐植に含まれる不安定な有機土壌物質の補給は非
常に僅かである。砂質土は腐植の補給によって土壌
改良が可能になるが，粘土質土壌は置き換えやすい
有機質を失っている。
① 作物の収穫量を高めるためには，無機質肥
料と有機質肥料の適切な組合せが不可欠で
あり，そのための継続的な研究が必要
② 畑に関して良好な腐植が欠けている場合は
矯正の努力が必要
③ 集約的な耕作の抑制は，土壌構造の対策も
含めて有機物質の維持・増加に役立つ
?奨励>
① 土壌の肥沃性の保持のためには，農業の実
践を通じた有機的土壌物質と土壌・水・空
気といった自然的条件の基盤づくりが必要
② 土壌における適切な有機物質の含量などに
は確実な基準値が必要
③ 土壌中の有機質含量の意義は，ますます大
きくなっているので緑肥など新しいタイプ
の方法が重要
Ⅳ 再生植物エネルギーの実用化政策
1996年７月，ドイツ食料・農林省は，「自然原料に
関する研究・発展・デモンストレーション計画奨励
のための連邦政府構想」を公表している。その意義
づけについて，①多くの国民は，より自然的で環境
に適合した産物を望んでいる。②工業の分野におけ
る自然原料は，革新的な新たな産物を創出する。③
限りある化石燃料を大切にする。とした上で，①植
物的な成分の洗剤 ②トウモロコシ澱粉からのラッ
プフィルム ③亜麻繊維からのブレーキライニング
④熱―電気供給のための生物資材の利用などの例を
挙げている。また，植物栽培を通じた大気の浄化機
能の意義も大きいとしている。
ドイツ政府は，このような認識の下に高品質で高
価値の自然原料の生産を奨励しており，すでに約50
万 ha（1996年 ?2001年約662千 ha）の耕地がこれ
に向けられているとしている。このようなドイツに
おける「環境に適合した自然原料の生産と利用」政
策の動きに注目し，その基本的認識と動向について
その概要を整理する。
⑴ 「奨励構想」策定の動機と目標
農業における食料生産と並んで，工業用とエネル
ギー利用のための原料生産は農林業の基本的課題で
ある。この潜在生産力は注目に値する。食料生産の
ための農地は，もはや現在以上の規模を必要として
いない。余った農地は，自然原料を目的とした生産
のために提供されるべきである。潜在力には，森林
材または廃棄物や残渣物のような伝統的な自然原料
も含まれる。これらは，新たな収入源としての興味
深い可能性を持っている。
この「奨励構想」における自然原料の定義は，次
のとおりである。
自然原料の生産奨励の優先すべき目標は，農業（作
物栽培）が食料生産以外の分野を開拓することであ
る。自然原料の概念には多くの生物的原料が包括さ
れる。これらは，それぞれ利用方法（加工）が考案
され販路が見出される。
羊毛・革・毛皮・脂・ゼラチン・乳清・カゼイン
などの動物性産物は，食料生産の過程で得られる自
然原料である。これらは，経営の経済的な改善にも
寄与している。さらには，麦藁や家庭ゴミのような
広い意味での有機原料が，自然原料（バイオマス）
に加えられる。
自然原料分野における奨励（支援）の基本は，次
のとおりである。
① 有限な化石原料の節約に貢献すること
② 環境（大気・水・土壌）を大切にし，自然的
循環に結びつくこと―特にエネルギー利用に
際して気象保護（二酸化酸素の軽減）に寄与
すること
③ エネルギー供給戦略の変革をもたらすこと
④ 食料市場の負担軽減に役立ち，農家収入の選
択肢を提供し農村の安定に寄与すること
⑤ EUの農業振興に刺激を与えること
⑥ 農林産物に新たな生産―利用の選択肢を与
え，輸出に刺激を与えること
⑵ 自然原料生産の可能性
自然原料の生産の可能性については，生産の補償
や生物燃料に対する税の免除などの条件が整うこと
が前提であり，不確定ではあるがドイツにおける中
期的（2005年）な生産の可能性を，次のように見通
している。
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＊澱 粉―90～170万トン
＊植物性油―27.5～10万トン
＊砂 糖―6～10万トン
＊植物繊維―4～6万トン
＊電気・熱生産のための固体燃料―
1500～3600万トン
農業生産の一定部分は，すでに非食料分野に投入
されている。澱粉・砂糖・繊維については，EU内生
産によって工業用の原料需要を十分にカバーしてい
る。EU全体における穀物生産は１億7300万トン
（1995年）であるが，この内非食料部門への利用は，
約400万トンとまだ非常に少ない。
自然原料生産の可能性について，特別な位置を占
めているのが木材である。ドイツにおける森林面積
は，約107万 haである。連邦と州の共同政策によっ
て，年間600～700haが植林されている。ドイツの農
業者の半分以上は森林の所有者である。年間3500万
m?弱が伐採されているが，持続性の原則を損なうこ
となく木材備蓄が強化されている。
⑶ エネルギー的な利用
固体生物資源のエネルギー的な利用は，現在のと
ころ僅かである。その主なものはもっぱら木材で，
麦藁や生物ガスの割合は「なおざり」にされる程度
である。自然原料の奨励構想においは，農林業原料
の生産振興と，これから生じる廃棄物の積極的な利
用を支援することにしている。そのねらいは以下の
とおりである。
① 植物の育種改良は，収量の向上と環境適応性
が重要であるが，それと並んで原料作物の含
有成分を変化させながら工業的利用の改善を
追求すること
② 自然原料栽培の振興は，病害虫防除の問題解
決が前提になる。農薬に頼らない病害虫防除
法の開発が重要であること
③ 自然原料は豊富にあるので，その研究―振興
水準を高める必要があること
④ 自然原料からの熱―電気生産は，理論的にも
技術的にも未解決の問題が多いこと
自然原料は，今日なお主力になっている石油化学
の投入による産物に対して，意義深く魅力を増すも
のになっている。植物の中の加工適性の含有物質を，
自然原料として利用することの長所は大きい。
⑷ 奨励（政策支援）の基本
専門分野ごとの自然原料に関する「奨励構想」は，
次のとおりである。
① 工業用に適した成分が高い凝縮性を持ち，環
境に適応して栽培・貯蔵・加工が可能な作物
の改良
② 自然原料の利用，市場流通を促進するための
組織化
③ 植物原料の分析評価の方法と効率的な成分の
抽出技術
④ 植物成分を転換（利用）するための科学的，
バイオ技術的な方法
⑤ 革新的な新しい利用方法の開発
⑥ 廃棄物の利活用の特性
⑦ 法的，政策分野における評価と分析
つまり，政策的な支援の内容は，経済性や環境適
応性など広い分野が該当するものになっている。農
林業からの原料提供は，環境を害さないという点で
有利性があり，強く関心を持つべきである。農林業
の無限の潜在生産力は，新しい市場の形成と拡大に
つながる。そのためには，自然原料の市場導入（流
通システム）の改善が必要である。
⑸ 自然原料の流通状況と技術革新の可能性
自然原料についての議論は，70年代の石油価格の
著しい上昇から始まっている。そうこうしているう
ちに，化石原料が次第に少なくなっていくことや価
格が高くなっていくことが認識されてきた。一方で
は，まだ十分にあり価格も安定するという見通しも
ある。
80年代始め以来，主要農産物の市場での過剰が顕
在化し，農産物の生産―利用に対する多様な選択が
求められてきた。EU外への過剰農産物の販売は，外
交―貿易―財政政策的な根拠から制限つきで可能に
（写真３) 非食料として活用するための澱粉を
多く含むバレイショ生産
（参考資料⑶から転載）
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なっている。生産の粗放化や植林，自然保護への利
用，休耕などの対策は，EUの食料市場の負担軽減に
役立っている。農業からもたらされる中―長期な自
然原料は農業収入の確保にも貢献する。
1992年の EU―農業改革は，主要農産物の支持価
格の引き下げと直接所得補償政策をもたらした。同
時に休耕地への自然原料作物の栽培を可能にした。
連邦政府は，さらにこれを強化する途を求めている。
このような市場動向の中で生じた自然原料生産の流
通進展の背景として，次のようなことが考えられる。
① 石油・天然ガス・石炭などのエネルギー源物
質は，緩やかなテンポで価格が上昇する方向
にあること
② 澱粉・砂糖などの生産補償によって価格が安
定する一方で，農産物価格が低迷しているこ
と
③ 自然原料の新しい活用分野の研究が進み，利
用の選択肢が拡大してきていること
④ 国民の環境意識の向上と肥料の節約，生物的
な分解，二酸化炭素に対する中立性によって
環境の保全が図られること
⑹ 工業における植物原料（含有物質）の利用拡
大の可能性
１）澱粉
非常に多くの植物が澱粉を貯蔵しているが，世界
的にはトウモロコシ・バレイショ・タピオカ・小麦
で澱粉原料の99％を占めている。澱粉の多様な構成
要素（変化の可能性）に基づいて，500以上の産物と
工業的活用に資されている。澱粉の古典的な活用は，
紙と厚紙・繊維・接着剤・建材工業・化学製品・薬
である。
澱粉が分解されて生じるぶどう糖に着目して，砂
糖として活用する方法の探究は重要である。生産補
償が伴った非食料分野における澱粉の需要は，1993/
94事業年度で，EU全体で約240万トン，ドイツだ
けで約52万トンとなっている。バイエルン州では，
マルクエンドウマメから，澱粉を産出する施設を設
置した。増加する澱粉利用の広がりは，自然原料生
産によい影響をもたらしている。
２）砂糖
砂糖（サッカロース）の原料は，EU・ドイツとも
全くビートのみである。この補完物として可能なの
がサトウキビである。将来的には，キクイモ・チコ
リも有力であるが，これについては，育種・栽培・
利用の分野にける研究のための投資が必要である。
チコリについては，ベルギーとオランダですでに約
7400haが栽培されている。
生産補償が伴った砂糖の利用は，1993/94事業年
度で EUが約213千トン，ドイツが72千トンとなっ
ている。EUにおける砂糖の利用の内訳を見ると，有
機化学産物に121千トン，薬品に44千トンなどと
なっている。
砂糖の利用増大のための重要な前提条件は，世界
市場の水準まで原料価格を下げることである。経済
的に優位性がなくなれば，他の炭素源が利用される
ことになる。非食料分野への砂糖の利用については，
今すぐに拡大するという見通しにはない。石油化学
と競争して新しい産物を製品化していくためには，
なお基礎的な研究が必要である。
３）植物油と脂肪
EUにおいて，化学―工業分野に活用されている
約90万トンの植物油と脂肪の大部分は輸入である。
ヨーロッパで生産されている「ヒマワリ・ダイズ・
ナタネ」油は，約20万トンなので，全量 EU内の生
産に置き換えることはできない。これは気象条件や
経済的な面からも不可能である。このため，第一の
課題はヨーロッパの気象に適合した品種を開発し，
工業の需要に合った品質を持つ栽培を可能にするこ
とである。
ヨーロッパの気象に合った品種に，適切な遺伝子
を組み入れることによる油品質の改良は，遺伝子工
学の投入によって可能になる。もちろん，なおかな
りの研究努力を必要としているが。
いまのところヨーロッパでもドイツでも，工業用
「油と脂肪」は非植物性に多くを依存している。
ドイツでの植物原料から得られる植物油は，次の
工業用に利用される。
① ナタネ油……潤滑油・染料・ラッカ・浮遊選
鉱補助物質
② 亜麻油……ラッカ・染料・印刷インク・アル
キド合成樹脂・塩化ビニール安定剤
③ ヒマワリ油……染料・ラッカ（利用はあまり
ない）
動物性の産物（牛脂）から取る脂肪は，通常副産
物なので限界がある。その意味でも採油用植物は重
要であり，現在油酸を多く含むヒマワリが関心を高
めている。将来的には，様々なタイプのヒマワリが
期待できる。
４）植物繊維
植物繊維として栽培されているものは，亜麻と大
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麻だけである。有用大麻の栽培は，1996年以降再許
可されている。亜麻は1995年に約3370ha作付けさ
れたが，亜麻打ち施設を有する農家が限られている
ためと，輸入によって困難にさらされている。
亜麻繊維の伝統的な需要は，全繊維工業の1～2％
程度に過ぎない。経済的な亜麻栽培のために，茎の
長いものの栽培が必要である。非繊維工業での亜麻
の利用は，ろ過材・建材と車軸製造のための結合資
材・工業用布地なので短い亜麻でも十分である。
５）バイオエタノールと植物油
燃料又は燃料添加物としてのアルコール利用は，
技術的に新しいことではない。すでに1920年代に農
産物がエタノールに加工され，燃料分野に投入され
ている。ドイツと EUでは，近年エタノール生産に
ついて，ガソリンや軽油への添加物として，あるい
は純粋燃料としての利用に関する研究を進めてい
る。
エタノールは，EU指針によって５％までオッ
トーモーター燃料に混合が許されている。この５％
のエタノールは，年間で約560万トンに相当する。
生産面積に換算すると150万～370万 haになる（エ
タノール生産は，小麦で ha当たり約2000ℓ，ビート
で5000ℓ）。
モーター燃料としてのバイオエタノールの利用
は，経済的な面でコスト高になる。しかし，経済的
な条件が変化し，生態系上の条件が考慮されれば新
たな展開が期待できる。
植物油は，ディーゼルエンジンの技術的な改良が
前提ではあるが，ガソリンとして利用できる。ドイ
ツにおけるバイオガソリンは，1995年半ばで約
350ヵ所のガソリンスタンドで販売されている。価格
は，通常のディーゼルガソリンよりもほんの少し高
い。バイオガソリンの市場は，今後拡大していくも
のと思われる。
このガソリンへの援助は，1995年にℓ当たり0.62
マルクが支払われている（想定収量1040ℓ/ha）。こ
の場合，自然原料が休耕地に栽培された場合は全額
支払われる（平均750マルク/haの休耕補償金）。
ディーゼル燃料に対する需要は，ドイツの農業分野
で218万トン（全軽油の8.6％）である。
この需要をカバーするためには，約180万 haの
栽培面積を必要とする。これに対して，対応できる
潜在生産可能面積は約130万 ha（150万トン）と見
通される。
６）固体の自然資源
残渣―廃棄物からの生物ガスの生産は，通常コス
トが高いので経済的ではなかった。しかし，地域火
力発電所を通じて電気として活用される場合は，経
済性が改善される。いずれにしても将来，必然的に
塵芥処理経費が増加していくことを考えれば，生産
ガス施設が部分的にコストに見合う働きをしていく
ことになる。
燃料としての生物資源としては，木材が圧倒的に
多い。現在，薪と材木生産の残材が700～800万トン
熱エネルギー源として用いられている。ドイツにお
けるエネルギー源としての木材の全体的な潜在量
は，年間２億トンと推計している。これは，ドイツ
内における石油など第一次エネルギー需要量の約
2.5％をカバーできることになる。そして国内の二酸
化酸素の放出量を2～3％減少させることに役立つ。
熱エネルギーを獲得すための特別な作物栽培の研究
は，まだ始まったばかりである。
Ⅴ 考 察 ～きめ細かな政策浸透～
ドイツにおける「環境保全」を基底にすえた農業
政策の中で，「自然保護・土壌保全・自然再生原料」
政策に関する注目点を整理し，わが国農政（生産者・
消費者への情報提供）への示唆を得ることを試みた。
その要点は以下のとおりである。
⑴ バーデン ビュルテンベルグ州の「MEKAⅡ」
政策
農業経営に当たって，環境意識を持った「経営管
理」や環境に優しい糞尿等の散布方法，低農薬・低
化学肥料の投入，景観の保持，市場負担（過剰生産）
の抑制などを実践した場合，それによって生じるリ
スク（収益減）について，あらかじめ設定している
点数によって補助金を交付する。
⑵ ドイツ連邦政府「土壌保護法」の啓発
農業においては，限られた土壌資源を永続的に活
用していかなければならないという基本認識のもと
に，耕起の仕方，土壌の改良，農業機械の走行法，
表土の流出防止，生け垣などの設置，輪作体系の確
立などについて，原則として守るべき事項と，その
奨励（支援）をきめ細かく規定（啓発）している。
⑶ 再生植物エネルギーの実用化
農業の役割は，第一義的には食料の生産であるが，
生産物を工業用及びエネルギー燃料用として実用化
していくことは世界規模での課題となっている。と
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りわけ自動車用燃料としての実用化は，地球環境の
保全の観点からも緊要である。
本稿では，これらの３点を中心に，ドイツ連邦政
府から発刊されている資料から，そのアウトライン
をまとめた。これらのドイツの農業政策から読み取
れることは，非常にきめ細かな情報を提供して，生
産者をはじめ広く国民の意識高揚を図ろうとする姿
勢である。
わが国は，食料・農業・農村基本法において，こ
れまでの生産効率至上主義的な政策から，非経済分
野である「環境・生態系の保全」などといった，農
業・農村が持つ公益的機能にも着目した政策展開を
重視するとしている。いくつかの関連法律や指針が
示され，地方自治体もこれらに対応する仕組みがと
られているが，政策の実効性や支援（予算措置）に
十分な説得力があるとは認めがたい。
つまり，中央管理的な行政主導が先行するあまり，
国民的喚起を呼ぶ状況づくりが十分でないというこ
とである。真の地域農政の展開に際して，個々の農
業者の政策選択の自主性（ボトムアップ的意識）に
ついても，ドイツ農政に学ぶべきところが大きい。
農業・農村の多面的機能の今日的意義を，広く国
民に浸透させた上で，わが国の農業・農村の役割に
明るい展望が開かれる農政の枠組みづくりが緊要で
ある。また，再生植物の非食料的活用（エネルギー
化など）については，世界的にみてもその実用化に
向けた研究開発が喫緊の課題になっている。その道
のりは遠いものがあるとしても，わが国の農業（特
に北海道における農地の有効利用）においても，規
格外の農産物の利用や遊休農地の活用，バイオマス
燃料の実用化などに向けた積極的な気構え（国レベ
ルでの研究と政策展開）が求められている。
付言すれば，今日，わが国の農業・食料政策の関
心課題の柱に，食料自給率の向上と米の生産過剰対
策がある。米の消費量の減少は，食料自給率低下の
主要な要因になっている。現在すでに全国ベースで，
約４割の水田が米以外への転換を余儀なくされてい
る。
今後を展望した場合，人口減とも重なって一層米
の需要量が減少し，生産抑制への対応が迫られてい
くことは必至である。これらに関連した国費の支出
も引き続き膨大なものになっていく一方，個々の稲
作経営も，米価の低迷とも相まって一層厳しさを増
していくものと推察される。このような背景をも含
め，稲作経営の安定を前提とした米の家畜用飼料と
しての活用を本格化させること，さらには，工業用・
エネルギー用原料としての途を開いていくための政
策検討を急ぐべきことを提言しておきたい。
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?Summary>
Remarkable Points of Germany’s Agricultural
 
Policies
 
This study focuses attention on the characteris-
tics of Germany’s recent agricultural policies.
Keywords of the policies are Nature Preserva-
tion, Soil Conservation, and Natural Materials,
which are based on environmental conservation.
The outline of this study is as follows:
① Compensation for practicing eco-friendly
 
agriculture
② Enlightenment  of  environmentally-
conscious soil management
③ Enhancement of study and practical appli-
cation of renewable plant energy source
 
alternatives to fossil fuels
 
We try to find clues to the right direction of our
 
country’s agricultural  policies  from the
 
Germany’s noteworthy agricultural policies.
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We try to deepen recognition of the multiple
 
functions of agriculture and the agricultural com-
munity.
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